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保育実践における幼児の撮影行動 
―ある「自由保育」実践の事例研究― 
山田  恵李  
千葉大学大学院教育学研究科修士課程  
 
 
	 スマートフォンやタブレット端末の普及により幼児を取り巻くメディア環境が変化しているとともに、それら
のメディア機器に搭載されているカメラ機能を用いて幼児が容易に撮影を行えるようになっている。撮影は人々
の認識を変えてきた技術であるとすれば、幼児の認識できることの幅も変化しているのではないだろうか。本稿
では、これまで 10 年以上に渡り撮影行動がみられている千葉県市川市にある私立 A 幼稚園の保育実践を取り上
げ、幼児にとって撮影がどのような意義をもつのかを検討する。これまでの先行研究から撮影は幼児にとって、
自己表現の手段の一つであることや、認識能力を高めることが示唆されてきた。さらに本研究では筆者の参与観
察から撮影が行われることで活動がこれまで以上の展開をみせたことや、協働を促したことについて示唆した。 
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1. はじめに 
 
1.1. 研究の背景と目的 
	 近年、スマートフォンやタブレット端末の普及により、
これらが幼児にとって身近なメディア機器になってい
るだけでなく、これらに搭載されているカメラ機能を利
用した撮影が容易となっていることから、幼児が手軽に
撮影を行えるようになってきている。 
	 これまで幼児は家庭においても保育現場においても
撮影される存在であることが多く、撮影者としての姿は
ほとんどみられなかった。しかし、幼児を取り巻くメデ
ィア環境が変化したことにより、撮影者としての幼児の
姿がみられるようになってきたのである。撮影者として
の幼児の姿がみられるようになったのは家庭生活だけ
ではない。 
	 小平（2016）が全国の幼稚園を対象に行った調査1に
よると、「保育活動におけるメディアの利用頻度（過去
1 年間の状況）2」（p.21）について、「タブレット端末
（iPad など）」を利用している幼稚園の比率は 5％と低
い現状があるが、「デジタルカメラ・デジタルビデオカ
メラ」が 69％となっており、幼児が撮影者となってい
る実践も報告されている。 
	 保育実践において幼児による撮影が行われるように
なってきた一方で、幼児による撮影はメディア機器の活
用として位置づけられるに留まっており、保育実践にお
いて撮影が幼児や保育実践にどのような影響を与えて
いるのかについて十分に検討されていない。 
撮影ができるようになったことで、人々は時空を超え
て物事を認識できるようになった。撮影という、人々の
身体機能を格段に拡張できる手段を幼児も使えるよう
になったことから、近年の幼児が表現できることや、認
識できることの幅は変化してきているはずである。近年
の幼児の姿からこうした変化が認められるのであれば、
近年の幼児の姿を捉えるために、撮影が幼児にとってど
のような意義を持ち得るのか検討する必要がある。 
 
1.2. 研究の方法 
本稿では、千葉県市川市にある私立 A 幼稚園3の保育
実践をとりあげ、幼児の撮影行動について検討していく。
A 幼稚園の保育実践をとりあげるのは、長年にわたり、
年長クラスにおいて、デジタルカメラやビデオカメラ、
iPad といった多様な機器が幼児に用いられ、撮影が行
われてきているためである。このことから、幼児の撮影
行動について、過去の実践との比較や撮影に用いられる
機器の比較を行うことができ、より多くの示唆が得られ
ると考える。このような A 幼稚園の保育実践を扱うこ
とで、幼児にとって、あるいは保育実践において、撮影
がどのような意義をもつのかを検討する。 
ただし、A 幼稚園の保育実践は多様性のある日本の保
育実践のなかでも独自性の強いものであることから、具
体的に保育実践における幼児の撮影行動を扱う前に、A
幼稚園やその保育実践について概観を確認する必要が
あると考える。 
概観を確認した後、A 幼稚園のこれまでの保育実践に
おいて、いかに撮影が行われてきたのか、園に残る資料
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や先行研究、保育者へのインタビューから確認するとと
もに、A 幼稚園において幼児による撮影行動がどのよう
に捉えられてきたのかを確認する。 
また、より深く考察をするために、幼児による撮影行
動を分析する視点を定め、2015 年度に行った参与観察
においてみられた幼児の撮影行動を分析する。 
したがって、本研究の研究方法は A 幼稚園の保育実
践についての文献研究と参与観察研究であるといえる。 
 
1.3. A 幼稚園について 
1.3.1. 保育環境 
まずは、A 幼稚園やその保育実践についての概観を記
す。 
A 幼稚園はデザイナーであり油絵作家であった村谷
壮一郎（1926〜2000）により創設された。現在、A 幼
稚園では自由保育を理念に掲げており、子どもたちは園
での生活のほとんどの時間を、それぞれの好きな場所で
思い思いの遊びをして過ごす。ただし、全ての時間を自
由に過ごしているわけではなく、登園後と昼食前、降園
前に「お集まり」として全員が集合し、事務的な連絡が
伝えられたり、歌を歌うなどして過ごしたりする時間も
ある。 
また、近年は各学年が 2 クラスで編成されているこ
とが多い。A 幼稚園の保育室は 2 クラスを隔てる壁が
なく4、2 クラスの園児を各クラスの担任である保育者 2
人あるいは補助的に入る「フリー」の保育者5を含めた
3 人や 4 人で保育している。そのため、子どもたちは他
のクラスの子どもとも日々交流しながら過ごしている。 
 
1.3.2. 象徴的な年長の保育実践 
こうした環境のもと、A 幼稚園において毎年年長の保
育室でみることができる実践として「おうち」や「おみ
せ」をつくる実践がある。本研究では年長の保育実践を
対象としているため、これらの実践について、本研究で
扱う実践の大枠として確認する。「おうち」や「おみせ」
は 1 年間かけてつくられる。以降は A 幼稚園が 3 学期
制であることに準じて記述していく。 
年度のはじめ、年長の保育室にはロッカー以外にはス
テージやピアノくらいしかなく、保育室はちょっとした
ホールのような状態となっている。そのようないわば何
もない保育室で、子どもから「おうちをつくりたい」と
いった声が聞かれ「おうち」づくりがはじまる。 
子どもからこうした声が聞かれる背景には、子どもた
ちが年中や年少のときに、伝統的に「おうち」「おみせ」
づくりが行われている年長の保育室で遊んでいたこと
がある。自分たちが年長になって「おうちをつくりたい」
と申し出るほど、子どもたちは年長の「おうち」「おみ
せ」づくりに憧れをもっているといえる。 
「おうち」は平板と角棒を組み合わせ、釘と金槌を用
いて建てられていく。例年、1 軒目の「おうち」づくり
には時間がかかるが、慣れてくると 1 日のうちに建て
られていくようになる。幼児が釘や金槌を使うことに関
しては、賛否があると考えられるが、A 幼稚園ではこれ
を是としており、事実、ほとんどの場合、幼児だけで「お
うち」を建てることができている。 
建てられた「おうち」は「おみせ」として活用されて
いく。たとえば、アクセサリーを作る活動をしていた子
どもたちが「おうち」をアクセサリー屋さんの「おみせ」
として活用するといった具合である。1 学期の終わりに
は複数の「おうち」が建てられ、様々な「おみせ」とし
て活用されていく。その年の子どもの関心によって「お
みせ」はつくられていくため、年によって建ち並ぶ「お
みせ」は異なっている。 
保育室内に「おみせ」が建ち並び活動が充実してくる
と、年長だけでなく年中や年少の子どもたちが「お客さ
ん」として年長の保育室に遊びにくる。このとき、「お
みせ」では子ども同士で円通貨「ガバチョ」6を用いて
物やサービスの売り買いがなされるようになり、さなが
ら街のようになる。そうして 2 学期の終わりには園を
あげて「おみせやさんごっこ」が行われるようになり、
2 月の終わりに設けられている「グランドバザール」と
呼ばれる日に「おみせ」としての活動は最後を迎える。 
「グランドバザール」とは実際にお買い物ごっこをす
る日である。実際に、とは、それまで子どもたちが行っ
ているお買い物ごっこでは買った物を買ったその日の
終わりに「おみせ」に戻さなくてはいけないが、「グラ
ンドバザール」では「おみせ」に買った物を戻さず家ま
で持ち帰ることができるということである。「グランド
バザール」の後は、子どもたちによって話し合いが行わ
れ、例年「おうち」を壊そうという結論に至り、「おう
ち」を壊して「おうち」「おみせ」づくりは終焉を迎え
る。 
	 以上を A 幼稚園の概観とする。より詳細な実践の様
子や構造については新垣（2006）や阿部（2014）を参
照されたい7。 
 
2. A 幼稚園の保育実践における撮影のあゆみ 
 
本節では、A 幼稚園のこれまでの保育実践において、
いかに撮影が行われてきたのか、園に残る資料や園につ
いての先行研究、保育者へのインタビューから確認する
とともに、A 幼稚園において幼児による撮影行動がどの
ように捉えられてきたのかを確認する。なお、幼児によ
る撮影が行われてきたのは年長の保育実践においてで
あることから、本稿では年長の保育実践を扱っていく。 
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2.1. 撮影行動に用いる機器について 
A 幼稚園では幼児が撮影行動において、デジタルカメ
ラやビデオカメラ、iPad を撮影機器として用いるだけ
でなく、撮影後にコンパクトフォトプリンタを用いて印
刷も行っている。こうした多様な機器を幼児が扱うこと
は、他の保育現場ではあまりみられないと思われるが、
A 幼稚園では、創設者である村谷の 2 つの教育観と、
それをふまえた A 幼稚園のメディア観が根底にあり、
こうした多様な機器が保育に取り入れられ幼児が扱う
ようになったと考える。 
新垣8によれば、村谷は主に 2 つの教育観から様々な
ものを保育に取り入れてきた。ひとつは、デザイナーな
らではの、新たな物事も必要とあらば積極的に取り入れ
ていこうとするものであり、もうひとつは、油絵作家で
あった村谷が1960年代に絵画療法を研究していたこと
9にみられるような、表現をすることへのこだわりであ
る。村谷の表現することへのこだわりは、パソコンを園
に導入する際に村谷が語った「表現する手段は何でもよ
ろしい。クレヨンであっても、パソコンであっても、と
にかく描くことを止めさせてはいけない」という言葉に
も表れている。 
これら 2 つの教育観もあり、A 幼稚園においてメデ
ィアは「子どもたちの園での「生活」を豊かにする媒体
である」10と捉えられてきた。各メディアをバランスよ
く使うことや、メディアを保育の中心に置かず、子ども
の遊びに沿わせることなどメディアの活用については
配慮が必要とされつつも、A 幼稚園においてメディアは
積極的に受け入れられているといえる。 
撮影行動に用いられる機器を幼児が扱うようになっ
たそれぞれ背景については後述するが、その根底には、
こうした村谷の教育観と A 幼稚園におけるメディア観
があるということをふまえ、A 幼稚園の保育実践におい
て幼児の撮影行動がどのようにみられてきたのかを確
認していく。 
 
2.2. 幼児の撮影行動のはじまり 
新垣や保育者へのインタビュー11によれば、A 幼稚園
では、デジタルカメラが導入される 2002 年度以前から
フィルムのカメラ12を用いて子どもに撮影をさせてみ
ることがあったという。しかし、現像しなければ撮影し
た画像を確認できないことや、現像自体の手間もあり、
「おみせ」の活動にフィルムのカメラが用いられること
はなかった。 
「おみせ」の活動において撮影が行われるようになっ
たのは、2002 年度にデジタルカメラが導入されて以降
のことである。保育者が日々の保育実践を記録するため
に使用していたデジタルカメラに、ある女児が関心をよ
せ、その女児に保育者がデジタルカメラを手渡したこと
がきっかけである。女児は静止画の撮影をはじめると、
女児が参加していた活動においても撮影を行うように
なった。女児はステージで歌い踊る活動に用いられる衣
装を縫製する活動に参加していた。そこで衣装が出来上
がるたびに撮影を行っていた。撮りたまった写真は活動
に参加していた子どもらの提案により雑誌制作に用い
られていった。 
このときのことについて、新垣（2006）は、あまり
目立たない存在であった女児が、撮影者として活動に参
加することで「周囲のこどもたちからの承認と積極的な
価値評価」を女児が受け、女児が「笑顔の絶えない積極
的な子どもに変わっていった」と記し、女児が自己表現
の手段として撮影をしていたと考察している。 
このことから、A 幼稚園では、撮影が幼児にとっての
自己表現の手段のひとつとして捉えられていたといえ
るだろう。 
また、フィルムのカメラと異なりデジタルカメラが活
動に用いられるようになった理由として、液晶画面が搭
載されたことが考えられる。現像しなければ撮影した画
像がわからないという不便さが解消されたことにより、
撮影者である子どもも周囲の子どもも撮影後、どのよう
な画像が保存されたのか確認できることで、撮影を再び
行う必要があるのかどうかの判断や、撮影された画像を
どう扱っていくかの予想をつけやすくなり、活動におい
て撮影がしやすくなったと考えられる。 
 
2.3. 撮影されることに対する幼児の関心の高まり 
新垣（2006）によれば、同年 2002 年度の年度末には、
子どもから「ニュース番組をつくりたい」という声が聞
かれ、保育者は子どもの要望に沿って、子どもが自分で
書いた原稿を読み上げる姿を保育者がビデオカメラで
撮影した。また、それをモニターに映し出して年長児全
員で鑑賞するという援助が保育者によって行われた。 
この実践は、以後 A 幼稚園で例年見られるようにな
る映像作品制作を活動の中心とする「メディア遊び」と
して、保育者にはじめて認識されたという。 
この実践において「ニュース番組をつくりたい」とい
った子どもの関心は、デジタルカメラの導入時とは異な
り、撮影することに対してではなく、撮影されることに
対してあったことがうかがえる。このことから幼児によ
る撮影行動では、撮影したいと思う子どもと撮影された
いと思う子どもがいることがいえるだろう。年度末とい
うこともあり、この活動は数日しか行われなかったとい
うことだが、その後の展開として、デジタルカメラ同様
にビデオカメラで撮影したい子どもがいれば、その子ど
もが保育者の代わりに撮影者となっていく姿が想像さ
れうると考える。 
また、この実践が行われた 2002 年度には、他の活動
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においてテレビメディアで活躍するアイドルを真似る
ことを好み、自発的に行っている子どもの姿からも、子
どものテレビメディアへの関心の高さが認められてい
た。これらを機に、「メディアを子どもたちの「活動」
に取り込むことによって、各々のメディア媒体を適切に
利用できる子どもが育つ」（新垣 2006）という A 幼稚
園が創設以来からメディアに対して抱いていた考えが、
再確認され、子どもたちのテレビメディアへの関心事に
対して、それまでより積極的に援助されるようになって
いった。 
 
2.4. 幼児による動画撮影のはじまり 
そして2003年度になると子どもがビデオカメラを用
いて動画撮影を行うようになった。2003 年度の「メデ
ィア遊び」について新垣（2006）の記述の概要を記す。 
1 学期、子どもたちが新聞制作を行っていたが、7 月
の初旬、一人の子どもから「新聞ってニュースでしょ？
書くだけじゃなくて、ニュースはテレビでもやってる
よ」という発言が聞かれたことを端緒に、2002 年度の
ように子どもが作った新聞を自分たちで読み上げると
ころを保育者がビデオカメラで撮影する形で、「ニュー
ス番組」が制作された。次第に保育者を真似る形で子ど
もがビデオカメラを用いて動画撮影を行うようになり、
2 学期になると、子どもたちは「テレビ局」として活動
を展開するようになり、ステージで歌い踊る子どもの姿
を映し出す「音楽番組」や、当時流行っていたお笑い芸
人の真似をする姿を映し出す「お笑い番組」、ステージ
上でテレビショッピングの口上を真似て商品を紹介す
る姿を映し出す「テレビショッピング」が番組制作とし
て行われるようになった。 
3 学期になると、ドラマ制作が行われるようになり、
ヒロインの 5 人の少女が悪者を魔法で倒すという内容
の 3 分程度の短編ドラマが制作された後、それをシリ
ーズとして継続的に作品制作が行われた。卒園前には年
長児全員で一つのドラマ作品を制作することになり、年
長児全員がドラマ制作に携わっていった。 
以上が新垣による 2003 年度の「メディア遊び」の概
要である。 
2003 年度の「メディア遊び」を踏まえ、動画撮影に
関して子どもの認識能力と撮影に対する子どもの関心
の 2 点について考察していく。 
 
2.5. 動画撮影が幼児の認識能力に与える影響 
新垣（2006）は、2003 年度の実践から、「メディア
遊び」を行う子どもには「自分と世界との関係の成り立
ちを認識することに関して 3 つの階層的な段階」があ
るとして、それら諸段階について経験を重ねなければド
ラマ制作の活動は行えないとしている。以下、新垣の論
考をまとめる。 
最初の段階は、人を真似るなど「すぐにその場で自分
が行うという、他者の目にはどう映るかといった複眼的
な視点を欠き、自分という視座の絶対性を相対化するこ
ともない「活動」の「一次元的」な側面」の認識である。 
次の段階では、「一次元的」な催しを撮影し時間をお
いて視聴することにより、自己を対象化できるようにな
る。すなわち、催しを実際にしている自己と、それを撮
影した映像をみている自己という「二次元的」なつなが
りを理解できるようになってくるということである。そ
の理解により、子どもは、撮影の時点で後に映し出され
る自分の姿を予想して現在の催しを行うことができる
ようになる。 
最後の段階では、編集を前提とした映像作品の全体像
を予測して、分割されたシーンごとの撮影を行うという
「三次元的」な関係を理解し、その中で自分の行動の因
果関係を認識できるようになる。 
以上が新垣による論考である。 
子どもたちにとって写真などにより静止した自分を
みる機会はこれまでにも多くあったと思われるが、動い
ている自身をみる機会は、動画撮影された自分をみる以
外に、鏡をみることくらいしか手段がない。しかし、鏡
は現在の自分をそのまま映し出しているに過ぎず、時間
や空間を超えて動画撮影された自分をみるときのよう
な客観性はなく、主観的に自分を捉えることしかできな
いと考える。したがって、動画撮影が行われる以前は動
いている自分について、客観的な視点から視覚的に捉え
ることは難しく、想像の範囲で捉えるしかなかったとい
えるだろう。動画撮影が行われるようになったことによ
り、想像の範囲では捉えきれなかった動いている自分に
ついての客観的な認識を可能にし、それが新垣の記述し
ているような子どもの認識能力の発達に影響を与えた
のだと考える。そして、子どもは、自分に関する認識を
深めたことにより、新垣が「三次元的」な関係と記して
いるように、ドラマ制作で言えば、映像作品の全体像と
いった自分以外についての認識も深めることができ、そ
のなかでの自分の位置付けを可能にしたと考える。 
 
2.6. 撮影に対する子どもの関心の違い 
2002 年度に撮影されることへの関心の高さから「ニ
ュース番組」が制作された状況とは異なり、2003 年度
はあくまで出来事を伝える手段として「ニュース番組」
が制作されていったと考えられる。こうした背景の違い
から、2003 年度の実践では撮影することやされること
に対する関心は2002年度に比べ低かったのではないか
と考える。 
2002 年度の実践では子どもの撮影されることに対す
る関心の高さから、保育者が撮影者となっていた。卒園
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直前であったこともあり、数日で活動は終わってしまっ
た。 
一方で 2003 年度の実践では、2002 年度同様に、は
じめは保育者が撮影をしていたが、これは子どもたちの
撮影されることに対する関心が高かったためであると
いうよりは、子どもたちが思う「ニュース番組」を実現
させるにあたり、自分たちでは撮影できないために保育
者が撮影をしていたようであった。実際 2003 年度では
次第に子どもが撮影をするようになっていた。ただし、
デジタルカメラを導入した時のように、撮影することに
対して高い関心を持っていた子どもがいたというより
は、活動に参加する子どもの中で比較的撮影することに
関心の高い子どもが撮影者となっていたように思われ
る。 
A 幼稚園では子どもが活動するにあたり、なるべく保
育者の援助が必要とされずに活動が深まっていくこと
が望まれていることから、2002 年度の実践も続けられ
展開していれば子どもが撮影を行っていたことも考え
られる。しかし、活動の初期を比較するとわかるように、
子どもの撮影に対する関心の違いから、同じようにみえ
る保育者による撮影でも、その意味合いは違っているよ
うに思われる。 
このことから、子どもは撮影に関して、撮影すること
に対する関心もしくは撮影されることに対する関心が
あり、その程度も様々であるといえるだろう。そして、
活動における撮影は、それぞれの子どもがもつ撮影に対
する関心の違いにより分業して行われるのではないか
と考える。 
 
2.7. コンパクトフォトプリンタの導入 
2003 年度以降もデジタルカメラやビデオカメラは毎
年使用され続けていき、2009 年度にはコンパクトフォ
トプリンタが導入された。新垣に行ったインタビュー13
によれば、それまでデジタルカメラで撮影された静止画
は、カメラ屋に現像に出したり、保育者が保育者用のパ
ソコンやプリンタで印刷したりしていたという。しかし、
2009 年度の新聞制作の活動に参加していた女児が、写
真を掲載した新聞の制作に取り組み、記事を書くところ
から画像を印刷して貼り、完成するまでを一人で行い、
その日のうちに発行することを望んでいたことから、コ
ンパクトフォトプリンタが導入されたという。 
コンパクトフォトプリンタが導入されて以降は、子ど
もが自分で静止画を印刷できるようになり、活動におい
て保育者の援助なく子どもたちだけで活動できる範囲
が広がった。たとえば子どもが縫製した衣装を「お客さ
ん」が来て記念写真を撮る「写真屋」の活動などでは、
その場で「お客さん」に写真を渡すことができるように
なるなどの変化があったという。このように撮影機器に
限らず周辺機器としてコンパクトフォトプリンタが導
入されることでますます活動において撮影は行われや
すくなっていったといえる。園に残る資料によれば、コ
ンパクトフォトプリンタが導入された2009年度以降も、
デジタルカメラとビデオカメラによる撮影は毎年みら
れ続けた。 
 
2.8. iPad の導入 
A 幼稚園では阿部により 2013 年度 4 月から iPad が
導入されている14。阿部は研究の一環として A 幼稚園に
iPad を導入した。導入に際して、園の生活に馴染むよ
う、無理のない範囲で iPad が使われることを期待して
おり、阿部から iPad の使い方を提案することはしてい
ない。また、阿部（2015）は保育者に「使えると思っ
たときに、好きなように使って欲しい」ということや「必
要がなければ使わなくても構わない」、「子どもが壊すか
もしれないと気にしなくてもいい」ということを iPad
の導入前に伝えていたという。 
阿部によれば、A 幼稚園では iPad の活用経験のある
保育者がいなかったこともあり、4 月当初、iPad 自体
の積極的な活用はなされなかったようである。ただし、
保育者は日々の保育を営む片隅で、iPad を活用する機
会をうかがっており、複数の保育者がそれとなく iPad
を触っていたという。4 月当初は保育者が CD プレイヤ
ーの代替物として iPad を取り入れたり、試行的に数名
の子どもに iPadで写真撮影をさせたりしていたという。
その後、QR コードを読み込むことで鳴き声を聞くこと
のできる図鑑が与えられ、専用のアプリが用いられる場
面もあったが、年間を通して活用事例をみてみると、
iPad は撮影に用いられることが多かった。 
iPad が導入され iPad で撮影が行われるようになっ
たことにより、これまで撮影に用いられていたデジタル
カメラやビデオカメラと比較しながら撮影が行われる
ようになったようである。そのなかでも、静止画につい
ては、園にあるコンパクトフォトプリンタでは iPad で
撮影した画像を印刷できないことから、2013 年度の「写
真屋」の実践では、iPad で撮影してみたもののすぐに
デジタルカメラに移行したということであった。 
また、園に残る資料によれば 2014 年度も iPad は使
用されており、iPad は静止画よりも動画に用いられる
傾向が読み取られた。導入後 1 年経ち徐々に使い分け
が行われるようになってきたようであるが、保育者にと
っても子どもにとってもまだ試行段階であったといえ
るだろう。iPad による撮影は導入後間もないことから、
事例も少なく十分に検討されていないと考える。 
 
3. 2015 年度の撮影行動 
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前章では、A 幼稚園の保育実践における撮影のあゆみ
を辿ってきた。A 幼稚園が様々な機器を取り入れたこと
で、活動の幅が広がり、幼児自身でできることが増えて
いったことを確認した。また、撮影が幼児の自己表現の
手段や認識能力に影響を与えるものとして捉えられて
きたことを確認し、撮影に対する子どもの関心の違いが
撮影における分業を成り立たせていることを考察した。
さらに 2013 年度に iPad が導入されたものの、試行段
階にあり iPadによる撮影については検討の必要がある
ことについて述べた。 
本章では2015年度のA幼稚園の年長の保育実践にお
いて iPad を用いた子どもの撮影行動の事例を示し、そ
の場面についてこれまでの撮影場面と比較して検討し
ていく。 
参与観察の仕方について確認しておく。参与観察は
2015 年 4 月から 2016 年 3 月までの約 1 年間、週に 1
日から 2 日ほどの頻度で行った。本研究において筆者
は、できるだけ普段の園と変わらぬ状態で観察を進める
ことで、自然な子どもの姿を捉えられると考え、対象者
とのかかわりについては対象者から迫られたときくら
いにとどめる「消極的な参加者」（箕浦 1999）である
ように努めることとした。しかし、実際には子どもから
話しかけられたり、遊びに誘われたりすることが多く、
それに対応しないこともまた不自然と思われ、子どもと
遊びながら観察することが多かったことから、結果とし
て、フィールドにおいてなにかしらの役割を持ちながら
観察する「積極的な参与者」（箕浦 1999）側によった
立場として観察を進めることが多くなったことを断っ
ておく。また、本稿では「ピタゴラスイッチ」の活動を
取り上げているが、観察中は iPad を用いて撮影をして
いる活動を並行して観察していたこともあり、必ずしも
全ての撮影場面を観察できたわけではないことを断っ
ておく。ただし、観察できなかった場面については保育
者に確認をとりながら観察を続けた。 
また本稿で「ピタゴラスイッチ」の活動を取り上げる
のは、長期に渡り iPad による撮影が続けられ、過去に
も同様の活動があったことから比較検討でき、より多く
の示唆が得られると考えたためである。 
 
3.1. 「ピタゴラスイッチ」の活動 
（1）1 学期の様子 
年度の始めから、空き箱やトイレットペーパーの芯な
どを使ってビー玉を転がす「ピタゴラ装置」（図 1）を
つくって遊ぶ「ピタゴラスイッチ15」の活動がみられた。 
 
 
図 1 「ピタゴラ装置」 
 
保育者によれば、ある男児（以下、A 児）が「ピタゴ
ラスイッチ」と番組のタイトルコールを歌っていたこと
から、「ピタゴラ装置」を作ってそのゴールで「ピタゴ
ラスイッチ」とタイトルコールすることを保育者から A
児に提案したことが活動のはじまるきっかけであった
という。 
始めは保育者と A 児により保育室の片隅で行われて
いる活動であったが、「ピタゴラ装置」にビー玉を転が
す動画を保育者が撮影し、「お集まり」の時間に年長児
全員で視聴したことを端緒として、少しずつ活動に参加
する子どもが増えていった。 
「ピタゴラ装置」を撮影していたことについて、保育
者は自身が率先して撮影をしたわけではないとしつつ、
次のような意識があったと語っている16。 
 
過去にもピタゴラスイッチがあったときがあって
……（中略）……ピタゴラスイッチの表現って大
変だから、記録を残しておくといいかなって話し
てたから、……（中略）……つくったもの記録し
ておけば、ピタゴラスイッチ屋さんができたとき
に、それを出しておけば記録でできるかなあって
いうのも、あったの本当は。 
 
保育者に蓄積されている過去の同様の活動の反省か
ら、撮影を行うことで活動が展開するかもしれないと思
っていたということである。 
「お集まり」で「ピタゴラ装置」の動画が上映される
と、子どもたちからアンコールがかかることもあった。
また、動画で歌われる BGM やタイトルコールを一緒に
口ずさむ様子もみられた。また、「ピタゴラ装置」に限
らず NHK「ピタゴラスイッチ」のコーナーの一つであ
る「アルゴリズム体操」も撮影され、上映されていた。 
そうして「ピタゴラスイッチ」の活動に参加する子ど
もが増えると次第に子どもだけで撮影が行われるよう
になっていった。 
また、7 月に入ると自由遊びの時間に年少の子どもが
年長の保育室に遊びにくるようになった。保育者が保育
室の一画にテーブルを出してテレビをのせ、iPad をテ
レビに接続した。そして年少児向けに「ピタゴラスイッ
教育におけるゲーミフィケーションに関する実践的研究(2) (2017) 
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チ」の上映会が行われるようになっていった。上映会の
横では同時に年長児により「ピタゴラ装置」の制作も行
われていた。 
この頃の「ピタゴラ装置」の制作では、基本的には子
ども一人一人がそれぞれの「ピタゴラ装置」を制作して
いたが、数人で 1 つの「ピタゴラ装置」を制作するこ
ともあり、その際には iPad で「ピタゴラ装置」にビー
玉が転がる様子を撮影した後に、動画を見返して話し合
う姿がみられた。（図 2） 
 
 
図 2 iPad で撮影した動画を見返している様子 
 
	 また、筆者がその場面を確認できたわけではないが、
1 学期の終わり頃には、子どもたちから NHK「ピタゴ
ラスイッチ」では「ピタゴラ装置」や「アルゴリズム体
操」以外のコーナーもあるという声が聞かれ、「10 本ア
ニメ」の制作も試みられていた。そうして「ピタゴラス
イッチ」の活動は 2 学期へと続いていった。 
 
（2）2 学期の様子 
	 2 学期に入ると、「ピタゴラスイッチ」の活動として
引き続き「ピタゴラ装置」の制作が行われていった。保
育者によれば、9 月は「ピタゴラスイッチ」のための大
きな「おうち」ができたことにより、子どもたちが落ち
着いて活動できる場所が広くなったという。1 学期は、
メインとなる活動場所が狭いことから、そこから出て子
どもたちの行き来の多い場所で制作活動をしていた。そ
れが、大きめの「おうち」ができたことにより、他の子
どもたちの往来を気にせず制作に集中できるようにな
ったということであった。この頃、2 台ある iPad のう
ち 1 台は、「ピタゴラスイッチ」の活動場所に常備され
るようになっていた。 
	 そして 11 月には「ピタゴラゴール 1 号17」が導入さ
れた。子どもたちの間では数日取り合いになったという
が、「ピタゴラゴール 1 号」が 1 つしかないことから、
子どもたちは協力して 1 つの「ピタゴラ装置」を制作
するようになったという。また、子どもたちは撮影時に、
ビー玉を転がす係、撮影する係と明確に役割分担をする
ようになっていた。 
この頃、テレビは「テレビ局」の活動をしている子ど
もたちの「おみせ」に置かれていたからこともあってか、
1 学期のように年少児が来ても「ピタゴラスイッチ」の
活動で撮影された動画は上映されなくなっていた。しか
し、ある日の自由遊びの時間に、年少児が遊びに来た際、
「テレビ局」の活動をしていた女児が偶然に「ピタゴラ
スイッチ」の活動で撮影された「ピタゴラ装置」の動画
を上映した（図 3）ことをきっかけに、「ピタゴラスイ
ッチ」の活動をしていた子どもたちは「テレビ局」の活
動をしている子どもにお願いする形で「ピタゴラスイッ
チ」の活動で撮影した動画を上映するようになった。時
間の都合で上映ができないこともあったが、筆者が見て
いた限りでは子どもたちは撮影する度に上映をお願い
しているようではなかった。特に出来のよいものに限ら
れていたように筆者には思われた。 
 
 
図 3 偶然に「ピタゴラ装置」の動画が上映された様子 
 
	 こうして 2 学期は子どもたちによって上映会が行わ
れるようになり、動画を撮影する技術も身についていっ
ている様子であった。 
 
（3）3 学期の様子 
	 3 学期になると、年中・少の子どもたちが連日年長の
保育室に遊びにくるようになっていた。年長の活動はそ
れまで自分たちのやりたいことを深めることが中心で
あったが、次第に「お客さん」がもっと来てくれるよう
にするにはどうすればよいのか、どうすればもっと喜ん
でもらえるのかということが考えられるようになって
いた。保育者によれば、こうした流れは例年みられるも
のであり、結果的に活動がより深まるということであっ
た。 
	 「ピタゴラスイッチ」の活動も「お客さん」を意識す
るようになっていた。筆者が直接その場面を観察したわ
けではないが、「ピタゴラスイッチ」の上映中に「お客
さん」から何が起きているのかわからないといった声が
聞かれたという。そこで、NHK「ピタゴラスイッチ」
を参考にし、「ピタゴラ装置	 大解説スペシャル 」を真
似て、「ピタゴラ装置」を撮影した動画に解説を加える
「ピタゴラだいかいせつ」が制作された。 
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「ピタゴラだいかいせつ」では、「ピタゴラ装置」の
動画をテレビに映し出し、必要に応じて停止しながら、
実際に NHK「ピタゴラスイッチ」に出てくるキャラク
ターである「百科おじさん」と「テレビのジョン」と「ト
ンカッチ」を子どもたちが手作りし、こうしたキャラク
ターが動画解説を加えていた。（図 4）数ある動画作品
のうち、8 本について解説を加え、「ピタゴラだいかい
せつ」として 1 本の映像作品にまとめられていた。編
集作業については保育者が行っていた。 
 
 
図 4 「ピタゴラだいかいせつ」 
 
また、この頃、「ピタゴラスイッチ」に遊びに来る「お
客さん」は、活動スペースにある素材を使って自分たち
で「ピタゴラ装置」を作って遊んでいたが、一度に活動
スペースに「お客さん」が入ることで年長児がつくって
いる装置が壊れてしまうことがあり、活動スペースに仕
切りを設けるとともに、「お客さん」が遊べる時間を 1
回 5 分と設定していた。そうすることで、「お客さん」
に待ち時間ができるようになった。また、テレビが「E
テレ」の「おみせ」に常設されていることから、「ピタ
ゴラスイッチ」の動画作品をテレビに映しだせずにいた。
こうしたことから、iPad にこれまでに撮りためた「ピ
タゴラ装置」の動画作品と「ピタゴラだいかいせつ」を
整理しまとめることで、「お客さん」が待ち時間などに
鑑賞できるようにしていた。図 5 で iPad を操作してい
るのは年少児である。年少児が操作に困っているときな
ど年長児が補助している様子がみられた。 
	 また、「お客さん」が多くなってくると、「お客さん」
の対応をする子どもと、自分たちの「ピタゴラ装置」を
制作する子どもと、役割を分担している様子もみられた。 
	 こうして年度末まで「ピタゴラスイッチ」の活動は深
められていった。 
 
 
図 5 年少児による動画作品鑑賞の様子 
 
3.2. 撮影による活動の展開の変化 
	 A 幼稚園ではこれまでにも「ピタゴラスイッチ」と同
様の活動が何度かみられてきた。NHK「ピタゴラスイ
ッチ」が始まる以前から似たような「装置」をつくる活
動は行われており、NHK「ピタゴラスイッチ」が始ま
ってからは、活動が「ピタゴラスイッチ」と呼ばれるよ
うになったという。ここでは、こうしたこれまでにみら
れていた「ピタゴラスイッチ」と同様の活動と 2015 年
度の「ピタゴラスイッチ」とを比較し考察する。過去に
は「ピタゴラスイッチ」と呼ばれていない時期もあった
ようであるが、ここでは便宜上、過去にみられた同様の
活動を、これまでの「ピタゴラスイッチ」として記述し
ていく。 
2015 年度の 1 学期に「ピタゴラスイッチ」を援助し
ていた年長の担任の経験が多い保育者18によれば、これ
までの「ピタゴラスイッチ」では写真は撮影されていた
ものの、動画の撮影は行われていなかったという。2015
年度で動画の撮影を始めたことについて、保育者は「「ピ
タゴラスイッチ」の表現って大変だから、記録を残して
おくといいかなって話してた」からであるとも話してい
た。 
「「ピタゴラスイッチ」の表現」が大変とはどういう
ことだろうか。子どもたちがつくる「ピタゴラ装置」に
限らずこうした装置は微妙な角度だったり、ビー玉を転
がす速さだったり、さまざまな要素がそろって初めて成
功する表現であり、成功してほしいと願っても、必ずし
も成功するとは限らない。そのため、A 幼稚園ではこれ
までの「ピタゴラスイッチ」の経験から、成功例を「記
録しておくといい」と話していたのだと考えられる。 
また、新垣19はこれまでの「ピタゴラスイッチ」の活
動と 2015 年度の「ピタゴラスイッチ」とを比較して「最
初はどうするっていう、ピタゴラスイッチもそうなんだ
けど、1 回コースつくるとなくなっちゃうから、どうや
って「おみせ」やるんですかって」と話しており 、「「お
みせ」としては、単独ではやっていなかった」と振り返
っている。「ピタゴラスイッチ」の活動では制作された
「ピタゴラ装置」は基本的には十分に遊んだ後に崩され、
そこに使用されていた空き箱などの素材は新たな「ピタ
ゴラ装置」の制作に用いられていた。 
こうした刹那的な活動であったことから、渾身の「ピ
タゴラ装置」を制作してもそれを商品として止めておく
ことはできず、「ピタゴラスイッチ」という単独の活動
として「おみせ」にすることは難しかったと捉えられよ
う。新垣によれば、これまでは、「ゲーム屋さん」とし
てさまざまな遊びが体験出来る「おみせ」として他の活
動と合わさって成立していたということであった。 
こうした単独の「おみせ」として成立してこられなか
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った「ピタゴラスイッチ」の活動だが、2015 年度では
「ピタゴラスイッチ」の活動は独立した「おみせ」とし
て成立していた。制作した「ピタゴラ装置」が動画撮影
されていたことから、うまくビー玉が「ピタゴラ装置」
を転がっていく様子が記録され、崩した「ピタゴラ装置」
も動画として何度も鑑賞できるようになったことが大
きく寄与していると考える。 
3 学期になり「お客さん」が増えてきたときにも、iPad
でそのまま動画がみられるようにしていたことから「お
客さん」は体験だけでなく鑑賞ができるようになってい
た。さらに、これまでの「ピタゴラ装置」の動画を用い
て「ピタゴラ装置」を解説する映像作品の制作も行われ
るようになり、2015 年度の「ピタゴラスイッチ」の活
動はこれまでの「ピタゴラスイッチ」の活動ではみられ
なかった発展ができるようになったといえよう。 
	 このようにして、「ピタゴラスイッチ」の活動では動
画による撮影がはじまったことにより、活動に新たな展
開が見出されるようになったのである。 
 
3.3. 撮影による協働の促し 
	 ここまで「ピタゴラスイッチ」の活動において動画の
撮影が行われるようになり、活動がどのように変容した
のかについて考察してきた。ここでは、「ピタゴラスイ
ッチ」の活動における撮影の場面について協働という点
から考察する。 
	 1 学期に数人で「ピタゴラ装置」を制作し、途中段階
のものを撮影し、それを見返しながら話し合いをしてい
た様子について保育者はこれまでの「ピタゴラスイッ
チ」との違いとして次のように話している20。 
 
みんなで見て、反省点が生きるっていうか、くる
くるくるすとんっていくにはどうしたらいいかっ
ていうのは、たぶん、なんていうの、その装置を
使うよりも iPad をみながらだとみんなで話し合
えるっていう時間はできてたかもしれない。 
 
活動の内容としては「ピタゴラ装置」をつくるという
ことで、大きな違いはないが、うまくいかない「ピタゴ
ラ装置」を iPad で動画を撮影し、そのまますぐに iPad
で振り返ることで、どこを直したらよいのかということ
が話し合われていたということである。 
保育者はこの話し合いについて、実際に「ピタゴラ装
置」にビー玉を転がしてみるよりも、iPad で撮影した
動画をみながらのほうが、そうした時間ができやすかっ
たと感じていた。 
こうした話し合いが行われやすくなっていた理由と
して、2 つのことが考えられる。1 つは、動画で振り返
ることで一時停止や繰り返し見返しがしやすくなった
ことである。一時停止してじっくりみたり、気になる部
分を何度も見返したりすることで、子どもが気になる部
分を具体的に示すことができるようになり、改善点も明
確にすることができるようになっていたと考えられる。
実際の「ピタゴラ装置」ではビー玉は気になる部分も転
がってしまう、もしくは一瞬でコースを外れてしまうた
め、子どもたちは気になる部分を共有しにくく、他者と
話し合うというよりは個人で試行錯誤を繰り返すこと
につながりやすいと考える。 
	 もう 1 つの理由は、iPad が用いられていたことであ
ると考えられる。「ピタゴラスイッチ」ではこれまでビ
デオカメラは使用されていないということだが、他の活
動でビデオカメラを用いて動画を撮影した場合はテレ
ビに映し出すことで共有が行われていた。しかし、上記
のような「ピタゴラスイッチ」の撮影の場面では他者へ
の共有が目的ではなく、「ピタゴラ装置」の改善が目的
とされていたことから、撮影してすぐに動画をみること
のできる iPad が用いられていたと考えられる。ビデオ
カメラの小さな液晶画面では、数人で覗き込むことがそ
もそも行われず、制作に携わる人数を考えると、テレビ
ほどの大きな画面である必要はなく、むしろ準備に時間
がかかることから振り返りには用いられなかったと考
えられる。iPad だからこそうまれた話し合いであった
といえよう。 
	 また、保育者によれば、「大きな装置を、はやくから、
前のときは最初 1 学期の間ってもっと個人個人だった
と思うけど、去年の子たちは早くから 2、3 人でやって
たような雰囲気があるかなあ」と話しており、2015 年
度は「ピタゴラ装置」制作における協働がはやくからみ
られるようになっていたという。その背景には、上記に
記したように iPad を用いて撮影することにより、話し
合いが行われやすくなり、複数人で「ピタゴラ装置」を
制作しやすくなったことがあったと考えられる。 
 
4. おわりに 
 
4.1. 幼児にとっての撮影の意義 
	 ここまで A 幼稚園の保育実践における撮影のあゆみ
について辿り、2015 年度については参与観察によりみ
られた事例をあげながら、保育実践あるいは幼児にとっ
て撮影がどのような意義を持ち得るのか検討してきた。
ここでは、次の 4 つのことを保育実践あるいは幼児に
とっての撮影の意義としてまとめる。 
第一に撮影は幼児にとって自己表現の手段の一つと
なることである。現状の保育環境では自己表現の手段を
持てないでいる幼児にとって撮影は自己表現の手段と
なりうるだろう。 
第二には、撮影により幼児の認識能力が高められる可
保育実践における幼児の撮影行動 
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能性があるということである。撮影をすることで幼児は
時間や空間を超えて自分について客観的に認識できる
ことから、幼児の認識能力を高めることができると考え
る。 
第三に撮影により幼児が活動の幅を広げられること
である。撮影により幼児が記録したいと思うことが瞬時
にかつ明確に記録できるようになった。そのため記録を
活用して、幼児の活動の展開の幅が広げられるようにな
っていると考える。 
第四に撮影により協働を促されること。瞬時にかつ明
確に記録できるようになったことで、動画や静止画を用
いて、各々が示したいことをより具体的に伝えられるよ
うになった。そのことで協働が促されるようになったと
考える。 
 
4.2. 今後の課題 
	 本稿では A 幼稚園の保育実践における撮影の場面か
ら保育実践あるいは幼児にとっての撮影の意味を検討
してきた。今後は、A 幼稚園だけでなく他の保育現場に
おいても、ここで検討された撮影の意義が見出せるのか
検討する必要があると考える。 
また、本稿では撮影の意義について大枠を示したに過
ぎず、今後は既存の幼児教育論や発達論に照らし、それ
ぞれの意義についてより詳細な検討を行う必要がある。 
                                                   
1 調査期間は 2015 年 10 月 1 日〜2015 年 12 月 24 日。調査対
象は全国の幼稚園から抽出した 836 園のうち、回答した 524
園。 
2 ここでは「ほぼ毎日」から「月に 1回以下」までの合計を取
り上げた。 
3 「A幼稚園」は仮名である。A幼稚園に関する先行研究にお
いてこの仮名が用いられているため、本論文でも「A幼稚園」
の表記を踏襲する。 
4 年長の保育室では、アコーディオンカーテンを用いて保育室
を 2 つに分けることができるようになっているが、クラスを分
けるために使用されることはほとんどない。 
5 「「フリー」の保育者」の存在については、新垣（2006）が
先行研究において記述している。現在でも変わりはなく、担任
以外に、ある学年全体を補助したり、複数の学年を補助したり
する保育者で、担任のように定まったクラスをもたず、園の状
況をみながら補助的に保育を行う。 
6 A 幼稚園では保育者の判断でしかるべきタイミングで各年
度、園通貨「ガバチョ」が導入される。「1 ガバチョ」紙幣と
「5 ガバチョ」紙幣があり、多くは「1 ガバチョ」紙幣でやり
とりされる。金銭感覚を養うことが目的なのではなく、「おみ
せ」にお客さんにより多く来て欲しいと子どもが願うことで、
「おみせ」で扱う商品に工夫が加えられたり、「おみせ」にお
ける子ども同士のやりとりが増えたりすることが目的とされ
ている。 
7 新垣（2006）については本文中でも扱っている。阿部の論
文については次の論文を参照されたい。 
阿部学（2014）「ある「自由保育」実践のエスのグラフィー	 —
—＜リアリティ−ファンタジー＞構造の再検討—−」、千葉大学大
学院人文社会科学研究科博士学位論文 
8 ここでは本論ではなく、添付資料 D「A 幼稚園における保育
の中のメディアについての捉え方」によった。 
                                                                                 
9 村谷は次の書籍の執筆者の一人となっている。 
菅野重通・池田由子編（1967）『精神障害時の集団療法』中外
医学社 
村谷の担当部分は、「芸術療法 1	 絵画療法」（pp.112-147）で
ある。 
10 新垣（2006）に添付されている資料「A 幼稚園における保
育の中のメディアについての捉え方」より引用した。 
11 2016 年 12 月 9 日に実施した。 
12 フィルムのカメラとは、撮影した像をその場で現像するイ
ンスタントカメラを含むフィルムに印画するタイプのカメラ
のことである。 
13 前掲。2016 年 12 月 9 日に行ったインタビュー。 
14 機種は iPad2 である。千葉大学教育学部授業実践開発研究
室（藤川大祐研究室）が管理している iPad が使用された。導
入された iPad は全部で 5 台であり、基本的には各学年に 1 台
iPad が導入された。ただし、2015 年度は iPad の使用場面が
増えたことから 1 学期の終わりに、すでに年長の保育室にあっ
た iPad1 台に加え、園であまり使われていなかった 1 台を導
入し合わせて 2 台が使われるようになっていった。 
15 NHK「ピタゴラスイッチ」については以下の公式 web サ
イトを参照のこと。	
http://www.nhk.or.jp/kids/program/pitagora.html	（2017 年
1 月 28 日閲覧） 
16 2016 年 12 月 20 日にインタビューを実施した。 
17 「ピタゴラゴール 1 号」は株式会社ハピネットが公式の許
可を得て販売している商品で、ビー玉が穴に入ると旗が上がり、
「ピタゴラスイッチ」とタイトルコールが流れる。次の web
ページを参照されたい。	
http://www.happinettoys.com/contents/pitagora/	 （2017 年
1 月 28 日閲覧） 
18 前掲。2016 年 12 月 20 日に行ったインタビューである。 
19 前掲。2016 年 12 月 9 日に行ったインタビューである。 
20 前掲。2016 年 12 月 20 日に行ったインタビューである。 
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ある。 
	 山田恵李（2016）「保育実践における幼児の撮影行動―ある
「自由保育」実践の事例研究―」、千葉大学大学院教育学研究
科学校教育科学専攻修士論文 
 
謝辞 
	 長期に渡り研究に協力いただいた A 幼稚園の先生方、子ど
もたちに心より感謝申し上げます。また、突然のインタビュー
にも快く応えていただいた先生方には重ねて御礼申し上げま
す。 
